
躍動する日立技術士会

国が認める高度な有資格技術者の集団

国内最大規模の企業内技術士会

絶え間ない自己研鑽と異業種交流の場

日立技術士会webサイト http://www.hitachi.co.jp/rd/pe/



日立技術士会 概要 

日立技術士会 40年のあゆみ

技術者 技術士
日立
技術士会

研究者 博士
日立
返仁会

日立技術士会 ビジョン２０２５

日立技術士会シンボル
マークの制定

日立技術士会は、設立30周年を機に、次なる１０年でめざす「ビジョン２０２５」を定め活動を進めています。

日立技術士会は、 1984年4月27日に発足し、発展を続けています。
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■ 日立技術士会は高度な有資格技術者集団
■ 「技術」は日立技術士会の本質
■ 「技」という文字を単純図形化したデザイン
■ 赤色は高度な技術と倫理観に挑戦する情熱

《日立の企業理念》優れた自主技術・製品の開発を通じて社会に貢献する
《日立技術士会 設立の理念》
日立の中での技術士の存在を明らかにして、会社の技術の一翼を担う

《ビジョン2025》技術士の２つのありたい姿を支援する
（自己成長）技術士として能力・知識を高め、学習・成長する
（社会貢献）技術士の能力を活かして、事業・社会に貢献する

技術士は、専門技術・応用技術だけでなく、公益確保や技術者倫理も重視する技術士法に基く国家資格です。
博士が、学理を探究した学者に与えられる称号であるのに対して、技術士は技術を産業界に応用する能力があると
認められた技術者に与えられる資格です。 英文名称「Professional Engineer」であり、エンジニア資格のAPEC＊１エンジ
ニアおよびＩＰＥＡ*２国際エンジニアとの相互認証制度があり、国際的にも、ＰＥ資格は優れた技術者の証となります。

*1 APEC：アジア太平洋経済協力（Asia-Pacific Economic Cooperation）
*2 IPEA：国際エンジニア協定（International Professional Engineer Agreement）

技術士とは

日立技術士会は、日立グループの技術士、技術士資
格を有するＯＢ、ＯＧからなる技術者集団です。 「日立
技術士会」は、博士の団体である「日立返仁会」と共に、
日立グループの技術を支える両輪となっています。

日立技術士会の位置づけ

■事業貢献を含め、多様な社会貢献の役割を担う
■高い倫理観、技術、経験知をＤＮＡとして後進に伝える
■安全、快適な社会の発展、グローバルなイノベーション
を支える、中核となる技術者集団となる

理念

ビジョン

活動方針・施策



（会則 第3条 （事業）より）
(1) 総会の開催 
(2) 研修会、見学会および講習会などの開催 
(3) 会報の発行、会員情報の提供など本会の広報活動 
(4) 技術を必要とする団体などへの技術支援等の会員紹介 
(5) 技術士の地位を高めることを目的とする、会員の
社会貢献・事業貢献活動の支援・促進 

(6) その他会員相互の親睦等、目的達成に必要な活動

日立技術士会の活動概要

委員会／活動グループの活動事例

■女性技術者のキャリア支援、社会貢献活動

活動グループ：「チーム・技魔女」の活動
・女子中高生「夏の学校」への貢献

■自己成長を支援する研修会、シンポジウム

企画委員会：企画委員会主催の合同シンポジウム
・ 鉄道総合技術研究所殿との合同シンポジウム

ミッション

委員会の活動

本会は、会員相互の緊密な親睦を通じ広く技術協力の気運を増進すると共に、会員が相互啓発と後進の指導を
行い、日立製作所、関連会社ならびに関連会社に準ずる会社（三者を総称して以下、会社という。）の発展に寄与
すると共に技術を通じて社会へ貢献することを目的とする。（会則 第3条 （目的）より）

■日立グループ社会貢献活動の立上げ、支援

活動グループ：「サイエンス夢クラブ」の活動
・ライントレースカー制作の授業 川口市立高校付属中学

■会員の事業貢献・社会貢献への支援

社会貢献への取組み
・釜石市の復興を中心とした地域復興セミナー

会員による活動グループの活動

会員は、相互の資質向上、多分野の交流ネットワークを目指し、会員が自主的に社会貢献活動を行う「会員に
よる活動グループ」を申請し、多様な社会貢献・事業貢献活動を行っています。

社会貢献

自己成長事業貢献

■技術士を
増やす活動

■会員の社会貢献
を支援する活動

■技術士の認知
度向上を支援する活動

■会員の自己研鑽
を支援する活動■後進に技術を

伝承する活動

■技術士ネットワー
クを支援する活動

日立技術士会は、会社、委員会、会員が協調し、会員による会員のための活動を目指します。



■ 日立技術士会 会員状況 (2023.5 現在)

会員数 980名 （現役 558名、特別会員（OB）422名）

23年度新規二次試験合格入会者 25名
（日立製作所 8名、グループ会社 17名）

日立技術士会事務局 連絡先
（株）日立製作所 研究開発グループ 日立技術士会事務局

  TEL：080-8719-9080 FAX：042-327-7695

e-mail：gijutusi.kenkai.sh@hitachi.com

〒185-8601 東京都国分寺市東恋ヶ窪 1-280
2024年2月

日立技術士会綱領

我々は日立技術士会設立の理念に則り、科学技術の担い手である技術士として誇りと責任を持ち、
グローバルな視点で、和彊一致、積極果敢に行動し、その使命を果たすことに生き甲斐を感じ、
日立グループと社会の繁栄に貢献せんとするものである。

1. より高い技術に挑戦し、自己の能力と人格の向上に努めよう。
2. 職場の規範として、技術士の称号に値する仕事をしよう。
3. 日立グループの技術の要となる行動をしよう。

（賛助会員）

日立Astemo（株）
（株）日立システムズ
（株）日立産業制御ソリューションズ
（株）日立ハイテク
（株）日立パワーソリューションズ
（株）日立インダストリアルプロダクツ
日立建機（株）
（株）日立ビルシステム
（株）日立産機システム
（株）日立プラントサービス
（株）日立リアルエステートパートナーズ
（株）日立ソリューションズ
日立グローバルライフソリューションズ（株）
（株）日立情報通信エンジニアリング
（株）日立国際電気
（株）日立建設設計
日立交通テクノロジー（株）
（株）日立ソリューションズ西日本

日立技術士会員は17の部門 計980名

（重複含む延べ人数 1,237名）

（繊維、船舶・海洋、森林、水産の４部門は不在）

役職 氏名

会 長 東原 敏昭

会長代行 柴垣 琢郎

副会長 塩原 亮一

副会長 野明 俊道

副会長 長谷川 正人

副会長 松浦 正義

監 事 川畑 眞一

監 事 岡崎 孝男

役職 氏名

顧問 中畑 英信

顧問 西澤 格

顧問 永田 一良

総務委員長（理事） 西喜 豊

企画委員長（理事） 吉本 尚起

広報委員長（理事） 久田 明子

社会貢献推進委員長（理事） 丸山 孝

志向倫理委員長（理事） 田所 秀之

■ 日立技術士会の構成
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